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      滝沢進学塾     「志」通信
「ワーキングメモリ」を鍛えて成績アップ！？
ワーキングメモリ(working memory)とは？ 

一時的に情報を脳に保持し処理する能力で短い時間の情報を記憶する能力です。 

「言語的短期記憶」：数、単語、文章など 

「視空間的短期記憶」：イメージ、絵、位置情報など 

そして、この2つを制御する「中央実行系」がある。 

ワーキングメモリは、会話や読み書き、計算の基礎など、 

日常生活や仕事、そして、学習を支える重要な能力です。 

ワーキングメモリがうまく働かないと、 

すぐに忘れたり、簡単なミスをしたり、 

会話した内容を思い出せないなど、日常生活にも支障が出てきます。 

よく成績が良い生徒が1回読んだだけで覚える、1回問題をやればできるというのは、 

ワーキングメモリが大きいからであると考えられます。 

しかし、ワーキングメモリの容量は小さく、1回に覚えられるのはせいぜい5、6個で、 

新しい情報が入ってくると、古い情報はどんどん消されていく。 

そのため、忘れる前にメモするとか、長期記憶に変換していく必要があります。 

それでは、成績アップのためのワーキングメモリを鍛える方法をいくつか紹介します。 

1. イメージ化(映像化)する 

英単語や漢字など暗記するときに、頭の中で絵や映像をイメージしながら覚える。 

教科書の重要語句を3、4個書き出して、その内容を思い出す。 

2. 同時に覚える数を増やす 

教科書を読んだあとに大事な語句を3つ思い出す。 

1度に覚える数字や語句の数を少しずつ増やす。 

3. 少し複雑な問題を解く 

ときどき少し時間がかかるような問題に取り組む。 

あるテーマに関することを調べてまとめる。 
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